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ははじじめめにに

ニホンカラマツ（Larix kaempferi：以下カラマツと称す

る）は本邦中部地方の亜高山帯を中心とした地域に天然分

布し，造林樹種として本州中部・東北地方を中心に戦後大

面積に植栽され，北海道にも明治以降に移入されて本州同

様大面積造林がおこなわれている。一方，グイマツ（L. 
gmelinii var. japonica）は泥炭層の花粉分析結果から洪積世

には北海道にも分布の記録があるが(40)，現在は南千島やサ

ハリン・カムチャツカに天然分布が見られる(15)。グイマツ

は，カラマツに比べ生長は遅いがエゾヤチネズミの食害を

受けにくい (4,7,8,10,20)ことから，野鼠の食害に比較的強いグ

イマツと初期生長の良いニホンカラマツの交雑育種によ

って対鼠性に優れたグイマツ雑種 F1が作り出され（36,19,13），

北海道において広範囲に植栽されている。 
また，グイマツは対鼠性ばかりでなく耐兎性や耐雪性(9)

があることや，エンケリオプシス胴枯病(18,32），ナラタケ病
(6)，落葉病（33,41），先枯病（5,11,29,34,42）などの病害についても

カラマツと比較した感受性・抵抗性の研究がなされている。 
一方，根株腐朽病害に関しては，北海道大雪山系のグイ

マツ人工林での根株腐朽被害が報告されているが(37)，他の

カラマツ類との比較については，これまでに明らかにされ

ていなかった。グイマツ天然林の成立立地はほとんど低湿

地で（35,39），カラマツに比較して耐湿性も高いとされている
（18,35）。そのため根株腐朽被害に対する耐性も高い可能性

が考えられるが，その実態について調べられた例はほとん

どなかった。今回，ほぼ同一な立地条件下で隣接して植栽

されたカラマツとグイマツ林分がほぼ同時に間伐される

機会があり，両種の根株腐朽被害の差異を比較することが

できたので報告する。 
 

材材料料とと方方法法

1)調査地の概況 
調査地は，札幌市豊平区羊ヶ丘森林総合研究所北海道支

所実験林内のカラマツ（0.97ha）林分とグイマツ(1.00ha)
で隣接して植栽されている。傾斜はほとんど平坦〜非常

に緩やかな傾斜地で，土壌は Bd および Bld ，標高は約

160ｍである。どちらも 1973 年 11 月に植栽を行ない，カ

ラマツの林分は 1997 年初冬と 2000 年秋に，グイマツ林

では 2000 年秋に定性間伐が行われた。この間伐による伐

採木の伐根を対象に腐朽被害調査を行なった。調査時の

林齢はカラマツが 24 年生と 27 年生，グイマツが 27 年生

である。なお，両林分とも 2004 年台風 18 号による風倒

被害を受け，カラマツ林分はほぼ倒壊，グイマツ林分は

部分的な倒壊を生じた。 
2)測定方法 

間伐後にカラマツ林分は 1998 年 5 月と 2001 年５月，グ

イマツ林分では 2001年 5月に伐根面の長径および短径（樹

皮を含む）を測定し，腐朽の有無を肉眼で判定した。調査

本数はカラマツが 275 本，グイマツが 210 本であった。伐

根面で腐朽があるものはその長径および短径を測定した。

伐根の直径はこの長径と短径の平均値で表した。伐根面の

面積および腐朽断面積についてはそれぞれを楕円とみな

して面積を算出した。伐根面の腐朽断面積比率（以下単に

腐朽断面積比率と称する）は腐朽断面積を伐根面の面積で

除した数値（％）で表した。 
3)腐朽菌の分離 

根株腐朽菌の種類を判別するために，間伐後翌年の春に

各腐朽伐根からできるだけ新鮮な腐朽材を採取し，滅菌済

み試験管に入れて実験室に持ち帰った。菌の分離には通常

の PDA 培地（栄研化学製），あるいはベノミルを培地 1L
あたり 5mg 添加した培地を用いた。採取した腐朽材小片は

直接あるいは滅菌蒸留水で洗浄後に平板培地上に静置し，

出現した腐朽菌を分離培養して純粋培養を得た。これらは

菌叢の形態や光学顕微鏡による形態の観察を行ない，既往

の文献(21,31)などと照合して同定を行った。 

結結果果

1)腐朽被害本数と伐根径級別の頻度分布 
調査したカラマツおよびグイマツの健全木・腐朽木別の

本数を表−1 に，伐根径級別の頻度分布を図−1 に示す。カ

ラマツでは 275 本のうちの 55.3％にあたる 152 本と，非常

に高い比率で腐朽が観察されたのに対し，グイマツの測定

木 210 本のうち腐朽がみられたのはわずか 4 本（1.9％）で

あった。グイマツの伐根径はカラマツの伐根径に比べて小

さかったが，いずれの樹種でも腐朽被害木は伐根径 10cm
以上の個体であった。また，伐根の直径階が増大すると腐

朽木本数比率が高くなる傾向が見られ（図−1），特にカラマ

ツでその傾向が顕著であった。 
2) 腐朽断面積比率の頻度分布 
図−2 に両樹種の伐根面における腐朽断面積比率の頻度

分布を示す。カラマツの根株腐朽では 20％以下の腐朽断面

積比率であった個体は腐朽木全体の 63％にあたる 95 本で

あったのに対し，それ以上の腐朽断面積比率を持つ被害木

Takehiro YAMAGUCHI (Hokkaido Research Center, Forestry and Forest Products Research Institute, Sapporo 062-8516) 
 A case study on the comparison of butt-rot incidence between Japanese and Kuril larch.  

表表−−1 調調査査ししたたカカララママツツ・・ググイイママツツのの健健全全木木とと腐腐朽朽木木

のの本本数数 
樹 種 カラマツ グイマツ
調査本数
健全木本数
腐朽木本数

腐朽木本数比率％
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も全体の約 1/3，57 本を占めており，50％を超える腐朽断

面積比率の被害木も 6 本あった。一方，グイマツにおける

腐朽断面積比率は，腐朽木 4 本のうち最大値は 56.4％と大

きかったが，その次は 12.6％，残り２本はそれぞれ 4.6%，

2.4%とわずかな腐朽断面積比率であるものが多かった。 
2)分離された腐朽菌の種類 

腐朽木から分離された菌の種類にも，カラマツとグイマ

ツでは明らかに違いがみられた。カラマツでは代表的な根

株心腐病菌（腐心病菌(30)）であるカイメンタケ（Phaeolus 
schweinitzii）が最も多く分離され（表−2，図−3，図−4 左），

腐朽木の 44.7％は本菌による根株腐朽であった。頻度は低

いが，カラマツの根株腐朽病菌であるレンゲタケ(Postia 
balsamea；図−4 中)やハナビラタケ（Sparassis crispa）も出

現した。また，白色の菌糸束を生じる菌叢が特徴である未

同定の担子菌がカイメンタケについで多く分離された（表

−2，図−3）。この菌は多重クランプを有し，菌叢の形態およ

び顕微鏡的な特徴は Ohosawa ら(25)が本州のカラマツで分

離している未同定菌と類似していたが，種の同定には至ら

なかった。 
一方，グイマツ腐朽木のうち最大の腐朽断面積比率を示

した伐根１本（図−2，図−4 右）からはカラマツと同じくカ

イメンタケが分離された。次に大きい腐朽断面積を持つグ

イマツから分離された糸状菌は，最初白色で綿毛〜羊毛状

の菌叢で，クランプコネクションを有していた。また，培

地上の菌糸にα-ナフトールを滴下すると紫色に変色し，

白色腐朽の担子菌である(31)ことが判明した。しかし，その

他の分類の手がかりとなるような形態上の特徴はみられ

ず，同定はできなかった。また，残りの２本については，

図図－－3 カカララママツツ根根株株腐腐朽朽木木かからら分分離離さされれたた腐腐朽朽菌菌別別

にに見見たた腐腐朽朽断断面面積積比比率率のの分分布布 

表表−−2 カカララママツツ・・ググイイママツツ腐腐朽朽木木かからら分分離離さされれたた腐腐朽朽菌菌

のの種種類類とと構構成成比比率率（（％％）） 
腐朽菌の種類 カラマツ グイマツ
カイメンタケ 本 本 ％
レンゲタケ
ハナビラタケ
白色未同定菌

その他未同定腐朽菌
分離できず

計
 

 
図図－－1 カカララママツツ（（左左））・・ググイイママツツ（（右右））伐伐根根直直径径階階別別のの腐腐朽朽木木・・健健全全木木のの頻頻度度分分布布とと腐腐朽朽本本数数比比率率 

図図－－2 カカララママツツ・・ググイイママツツのの腐腐朽朽断断面面積積比比率率のの頻頻度度

分分布布ととググイイママツツ腐腐朽朽木木かからら分分離離さされれたた腐腐朽朽菌菌 
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腐朽菌と思われるような担子菌類は分離できなかった。 
 

考考察察

1)カラマツとグイマツの腐朽被害の差異 
今回の調査したカラマツとグイマツの林分では，立地条

件と樹齢がほぼ同一でありながら本数被害率も腐朽断面

積比率も大きく違っており，腐朽被害に差があることが明

らかとなった。調査したカラマツ林分は本数被害率が 5 割

を超えており，この林分はカラマツの根株腐朽被害を生じ

やすい立地条件であると推測されるが，そのような状況下

であってもグイマツ林分には根株腐朽被害が発生しにく

いことが示唆される。ただし，今回は調査地１箇所での比

較であることから，できれば同様の条件が揃った複数の林

分において比較を行なっての検証が必要であろう。 
一般的にカラマツの根株腐朽が生じる原因としては，根

株や太根にできた傷口か枯死した根部(12,17,30）で，侵入門戸

となる根の枯死は地下水位の高い過湿条件の土壌で根が

枯死し，そこから腐朽菌が侵入すると見られている（12,30）。

一方，グイマツは千島・サハリンなどで湿地帯に自生し，

根系も浅根性で過湿条件に適応し（18,35,39），カラマツに比べ

て浅根性である(6)とされている。したがって，このような

根系形態の違いが腐朽を起因する病原菌の侵入口の形成

に影響を及ぼしている可能性が考えられるので，今後グイ

マツ根系内の腐朽やその侵入口の形成状況をカラマツと

比較してみることも必要であろう。 
なお，伐根の直径階が増大すると腐朽木本数比率が高く

なる傾向が特にカラマツで顕著に見られた（図−1）。これに

関しては，カラマツの小さい個体で罹病率が高い(22)という

報告がある一方で，複数の調査地での比較から大径木と小

径木での本数腐朽率に有意な差が見られない(38)という結

果も出されている。したがって，単純に 1 地点だけの調査

だけでなく複数の調査地での比較がこの傾向を判断する

ために欠かせないと考えられる。 
2)カラマツとグイマツの根株腐朽菌の種類 

今回の調査では，カラマツ腐朽木から既報の根株腐朽菌
（1,2,3,14,16,23,24,25,26,27,28）のうちカイメンタケ・レンゲタケ・ハ

ナビラタケなど主要な種類が分離されており，特にカイメ

ンタケの分離率が高いなど，出現腐朽菌の種類から見ても

典型的なカラマツ根株腐朽（カイメンタケによる根株腐朽

はカラマツ腐心病）被害地と言える。一方，わずかに生じ

ていたグイマツの根株腐朽からは，１本のみカイメンタケ

によるグイマツの根株腐朽被害が観察され，その腐朽断面

積比率もかなり高かった。カイメンタケは他のカラマツ根

株腐朽被害林分の調査でも高率で分離されており(17,25），ま

た腐朽の伸展度合も他の根株腐朽菌に比べて高い(27)こと

から，本菌はカラマツだけでなくグイマツに対する腐朽力

も強いのではないかと考えられる。本調査でもカラマツ林

分でカイメンタケの被害が多かったことから，調査時点で

被害がわずかであったグイマツ林分でも本菌によるグイ

マツの被害が将来拡大していく可能性があると推測され

る。 
カラマツとグイマツの腐朽被害を比較した事例は本報

告が最初であるが，グイマツについての腐朽被害について

は，大雪山系において 1954 年の洞爺丸台風による風倒被

害跡に植栽したグイマツの腐朽被害が調べられている(37)。

この地域ではエゾマツ・トドマツの老齢天然林に根株腐朽

被害を及ぼしていたマツノネクチタケ・エゾノサビイロア

ナタケが，後継植栽樹種であるグイマツに根系感染してい

たと考えられ，腐朽率は約 11％とそれほど高くないが，こ

の２種の腐朽菌によるグイマツの根株腐朽が大半を占め

ていた。したがって，林分の立地条件やそこに生息する根

株腐朽菌の種類に応じてグイマツでも多様な腐朽被害が

生じることは十分考えられる。 
3)まとめ 

本調査では，隣接するカラマツ林でカイメンタケやレン

ゲタケ，ハナビラタケなどが出現したことから，腐朽菌の

感染源はグイマツの林分にも存在している可能性は当然

考えられ，すでに根系部分にはこのような腐朽菌が侵入し

ている可能性もある。今回は間伐木の伐根面のみの調査で

あったため，根系の状況については明らかにはなっていな

い。今後，根株・根系部分での腐朽菌の侵入経路や，過湿

などの環境ストレスあるいは腐朽菌の侵入に対する両種

の生理的な反応の違いを明らかにしていくことや，腐朽菌

の人工接種により進展速度の違いを明らかにする必要が

ある。さらに，腐朽病害は林木の加齢とともに増加してい

くことが一般的なので，年月の経過に伴う腐朽被害の推移

についても今後検討していく必要があろう。 
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